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み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

「
氷
川
町
人
権
啓
発
作
品
」募
集

◆
対

者

①
児
童
・
生
徒
の
部

氷
川
町
内
の
小
学
校
、
中
学

校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
生

徒
②
一
般
の
部

①
を
除
く
氷
川
町
に
お
住
ま

い
の
人

◆
応
募
方
法

【
児
童
・
生
徒
の
部
】

各
学
校
を
通
し
て
の
応
募
と

な
り
ま
す
。

【
一
般
の
部
】

・
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
標
語
・

書
道
作
品
の
場
合
は
、
表
面

に
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
の
場
合

は
、
裏
面
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※

氏
名
は
提
出
さ
れ
た
表
記
で

発
表
し
ま
す

◆
作
品
の
内
容

〈
人
権
に
関
す
る
内
容
〉

①
部
落
差
別
と
人
権
、
子
ど
も
と

人
権
、
障
が
い
者
と
人
権
、
高

齢
者
と
人
権
、
女
性
と
人
権
、

い
じ
め
問
題
な
ど
の
人
権
問

題
。

②
命
の
尊
さ
や
大
切
さ
（
戦
争
と

平
和
、
環
境
な
ど
）
。

③
く
ら
し
や
身
の
回
り
の
体
験
や

出
来
事
（
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
こ
と
な
ど
）
。

④
自
分
の
進
路
、
生
き
方

⑤
男
女
で
築
く
豊
か
な
社
会

◆
応
募
部
門

人
権
に
関
す
る
作
品
で
未
発
表

の
も
の
、
１
人
各
部
門
を
通
じ
て

１
点
の
み
に
限
り
ま
す
。
各
部
門

の
詳
細
は
（
表
１
）
を
参
照
く

だ
さ
い
。

氷
川
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
で
は
町
民
の
人
権
に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め
る
事
、
作
品
の
展
示
や
発
表
を
通
し
て
、
人
権
啓
発

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
権
啓
発
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。

◆
締
切
日

９
月
１
日
㈮

◆
提
出
先

氷
川
町
役
場

総
務
課

◆
審

査

①
各
部
門
か
ら
各
学
年
・
一
般

３
点
ず
つ
選
出
し
、
入
選
作

品
と
し
ま
す

※

入
選
作
品
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

②
入
選
作
品
か
ら
各
部
門
で
各

学
年
・
一
般
１
点
を
優
秀
作

品
と
し
て
選
出
し
、
残
り
の

作
品
を
佳
作
と
し
ま
す

③
優
秀
作
品
者
に
は
、
記
念
品

を
贈
り
表
彰
し
ま
す

④
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

呈
し
ま
す

※

応
募
実
施
要
項
を
満
た
す
応

募
者
に
限
り
ま
す
。

⑤
原
則
と
し
て
、
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん

※

児
童
・
生
徒
の
応
募
作
品
は
、

学
校
を
経
由
し
て
年
度
末
ま
で

に
返
却
し
ま
す
。

◆
作
品
の
発
表
お
よ
び
使
用

入
選
作
品
は
、
人
権
啓
発
に

関
す
る
広
報
な
ど
で
発
表
や
掲

示
し
ま
す
。

①
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

②
人
権
啓
発
集
会
や
講
演
会
会

場
な
ど
で
の
展
示

③
懸
垂
幕
、
看
板
、
の
ぼ
り
な

ど
で
の
掲
示

※

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。
発
表
や
使

用
を
す
る
際
に
原
案
を
編
集
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
氏
名
を
発
表
し
ま
す
の
で
、

匿
名
、
仮
名
作
品
は
認
め
ま

せ
ん
。

・
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
を
侵

さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
載

せ
て
よ
い
状
態
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課

行
政
係

☎
52
・
７
１
１
１

FAX 

52
・
７
１
１
１

①標 語

②書 道

③ポスター

Ａ４サイズの用紙に記入

四つ切サイズ

「じんけん」「人権」「人権啓
発」など（必ず清書用紙）
「差別をなくそう」など（必
ず小型条幅用紙）
※題名以外でも人権に関す
るものであれば可

▲平成２８年度ポスターの部会長賞
竜北東小 平山琥篤さんの作品

[表1]
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保
険
証
の
更
新
お
忘
れ
な
く
！

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
へ

次
の
日
程
と
会
場
で
交
付
し
ま

す
。

●
野
津
仮
設
団
地

◆
日

時

７
月
20
日
㈭

９
時
〜
11
時
30
分

◆
場

所

野
津
交
流
館
（
ホ
ー
ル
）

●
鹿
島
仮
設
団
地

◆
日

時

７
月
25
日
㈫

15
時
〜
16
時

◆
場

所

農
産
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー

●
島
地
仮
設
団
地

◆
日

時

７
月
26
日
㈬

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◆
場

所

健
康
セ
ン
タ
ー
（
教
養
室
）

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
７
月
31
日
㈪
が
有

効
期
限
で
す
。
被
保
険
者
証
の
更
新
を
各
地
区
公
民
館
な
ど
で
行
い

ま
す
の
で
、
更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
日
に
更
新
で
き
な
い
人
へ

次
の
場
所
で
交
付
し
ま
す
。

【
竜
北
地
区
】

健
康
福
祉
課 

国
民
健
康
保
険
係

【
宮
原
地
区
】

宮
原
振
興
局 
総
務
振
興
課

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
認

定
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」を
お
持
ち
の
人
へ

認
定
証
を
８
月
以
降
も
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

認
定
証
の
申
請
は
保
険
証
更
新

会
場
で
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
健

康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総

務
振
興
課
に
て
申
請
く
だ
さ
い
。

国民健康保険被保険者証更新日程 ☆持参するもの ①印鑑 ②国民健康保険被保険者証（世帯全員分）

【お問い合わせ先】 健康福祉課 国民健康保険係 ☎52-5852（直通） 宮原振興局 総務振興課 総合窓口係 ☎62-2312（直通）

期 日 時 間 竜北地区 会 場 宮原地区 会 場

7月19日
（水）

9時～10時 本山・中大野 中大野公民館 新 村 新村公民館

10時30分～11時30分 迫 迫公民館 下 宮 下宮公民館

13時30分～14時30分 笹尾・上高塚 ウォーキングセンター

15時～16時 吉本・下高塚 吉本公民館

7月20日
（木）

9時～10時 高野道・北野津 野津交流館（ホール） 東上宮 宮原振興局

10時30分～11時30分 西野津・北川 野津交流館（ホール） 町 宮原振興局

13時30分～14時30分 河原・法道寺 法道寺公民館 西上宮 氷川町公民館（和室）

7月21日
（金）

9時～10時 沖塘・若洲 沖塘公民館 桜ケ丘 桜ケ丘公民館

10時30分～11時30分 西網道 西網道公民館 今 今公民館

13時30分～14時30分 中網道 中網道公民館 早 尾 早尾公民館

7月25日
（火）

9時～10時 東網道 東網道公民館 栫 栫公民館

10時30分～11時30分 新 田 下新田公民館 原 田 原田公民館

13時30分～14時30分 島地・上鹿島 鹿島公民館 有 佐 有佐公民館

15時～16時 下鹿島 農産加工研修センター
（大研修室） 宮 園 宮園公民館

7月26日
（水）

9時～10時 北鹿野 竜北歴史資料館（和室） 立 神 立神公民館

10時30分～11時30分 南鹿野 南鹿野公民館 川 上 川上公民館

13時30分～14時30分
柳の江・立石 健康センター（教養室）

反 甫 反甫公民館
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新
し
い
保
険
証
は
水
色
で
す

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
い
た
し
ま

す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新

し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。な

お
、
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
８
月

１
日
以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

一
部
負
担
金
の
割
合

一
部
負
担
金
の
割
合
（
病
院

な
ど
で
の
窓
口
負
担
額
）
は
、

平
成
29
年
度
の
町
民
税
の
課
税

所
得
を
基
に
判
定
し
て
い
ま

す
。一

部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認

定
証世

帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
人
で
多
額
の
医
療
費
が
掛

か
る
場
合
、
事
前
に
申
請
を
し

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
病
院
の
窓
口
で

提
示
す
る
と
、
医
療
費
負
担
の

月
額
が
決
め
ら
れ
た
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

認
定
証
は
更
新
が
必
要
で
す

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
（
オ

レ
ン
ジ
色
）
は
７
月
31
日
（
月
）

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
所

得
区
分
が
引
き
続
き
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」

（
青
色
）
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま

す
。

新
し
く
申
請
さ
れ
る
人
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
で
な

い
人
で
新
た
に
申
請
を
さ
れ
る

人
は
、
健
康
福
祉
課
ま
た
は
宮

原
振
興
局
総
務
振
興
課
へ
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険
証
）」

更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
（
月
）
ま
で
で
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
更
新
に
つ
い
て

一部負担金の割合
（病院などでの窓口負担割合）

３割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 １割

同一世帯の後期高齢者医療被保険者の
うち、市町村民税の課税所得が145
万円以上ある人がいる世帯の被保険者

所得区分
入院時の自己負担
限度額（月額）

外来時の自己負担
限度額（月額）

入院時の食事代（１食当たり）

現役並み所得者
（※①）

80,100円＋（総医療費－
267,000円）×1％ 57,600円 360円

多数該当44,400円（※⑤）

多数該当44,400円（※⑤）
一般所得者(※②)

57,600円 14,000円
（年間144,000円）

（※⑦）
360円

低所得者Ⅱ(※③) 24,600円 8,000円
過去12か月で90日までの入院210円

過去12か月で91日目からの入院160円（※⑥）
低所得者Ⅰ(※④) 15,000円 8,000円 100円

【お問い合わせ先】 健康福祉課 国民健康保険係 ☎52-5852（直通）

※①145万円以上の課税所得がある後期高齢者医療被保険者がいる世帯内の被保険者全員
※②現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
※③被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
※④被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の各所得が0円となる人（年金収入のみの場合は
80万円以下の人）

※⑤過去12か月以内に外来と入院の限度額を超えた支給が4回以上あった場合、4回目以降は4万4,400円にな
ります。

※⑥入院期間が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。
※⑦8月1日から翌年7月31日までの期間の合計額に対する自己負担限度額
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◆
対
象
者

被
災
し
た
農
地
を
管
理
す
る
個
人
、
集

落
ま
た
は
自
治
会
な
ど

◆
対
象
事
業
費

被
災
し
た
農
地
の
う
ち
国
庫
補
助
の
対

象
と
な
ら
な
い
も
の

◆
対
象
内
容

畦
畔
復
旧
、
法
面
整
形
、
農
地
の
均
平

な
ど

◆
補
助
率

費
用
の
１
／
２
以
内

※

１
箇
所
に
つ
き
20
万
円
を
上
限

◆
必
要
書
類

①
申
請
書

②
積
算
書
（
請
求
書
、
領
収
書
ま
た
は

見
積
書
）

③
被
災
状
況
が
分
か
る
写
真

④
位
置
図

⑤
申
請
者
が
複
数
の
場
合
は
関
係
者
名

簿
な
ど

◆
申
請
期
限

７
月
31
日
㈪
ま
で

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
整
備
課

☎
52
・
５
８
５
５（
直
通
）

耐
震
診
断
の
補
助

ご
自
宅
に
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年
５
月

以
前
に
着
工
ま
た
は
熊
本
地
震
で
罹
災

し
た
も
の

◆
対
象
者

原
則
と
し
て
住
宅
の
所
有
者

◆
費

用

派
遣
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
か
か
る

費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
図
面
が
あ
る
場
合

５
５
０
０
円

○
図
面
が
な
い
場
合

 

１
９
０
０
０
円

◆
受
付
期
間

７
月
14
日
㈮
ま
で

９
時
〜
16
時
（
土
日
を
除
く
）

※

次
回
は
９
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

（
一
財
）熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
８
５
・
０
７
７
１

住
宅
耐
震
化
の
補
助

◆
対
象
住
宅

氷
川
町
内
に
所
在
す
る
戸
建
て
木
造
住
宅

※

そ
の
他
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

原
則
と
し
て
住
宅
所
有
者

◆
補
助
内
容

○
耐
震
改
修
設
計

対
象
費
用
の
２
／
３
（
精
密
診
断
な
ど
）

（
上
限
20
万
円
）

○
耐
震
改
修
工
事

対
象
費
用
の
１
／
２（
上
限
60
万
円
）

○
建
替
え
工
事

対
象
費
用
の
23
％（
上
限
60
万
円
）

※

被
災
者
再
建
支
援
金
と
の
重
複
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

対
象
経
費
の
１
／
２（
上
限
20
万
円
）

※

工
事
が
お
済
み
で
も
補
助
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
事
業
の
流
れ

①
診
断
（
一
般
診
断
）

②
設
計
（
精
密
診
断
な
ど
）

③
改
修
工
事
・
建
替
え
工
事
な
ど

建
設
下
水
道
課

☎
52
・
５
８
５
６（
直
通
）

熊
本
地
震
に
関
す
る
情
報

熊
本
地
震
に
関
す
る
支
援
、
補
助
な
ど
の
情
報
で
す

戸
建
て
木
造
住
宅

耐
震
改
修
等
事
業

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
戸
建
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
、
耐
震
化
工
事

な
ど
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

被
災
宅
地復

旧
支
援
事
業

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
宅
地

の
復
旧
の
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

農
家
の
自
力
復
旧

  

支
援
事
業

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
農
地
を
農
家

自
ら
復
旧
す
る
た
め
の
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

◆
対
象
工
事

○
復
旧
工
事

・
の
り
面
の
復
旧
工
事

・
擁
壁
の
復
旧
工
事
（
旧
擁
壁
の
撤
去
を

含
む
）

・
地
盤
の
復
旧
工
事
（
陥
没
へ
の
対
応
工

事
を
含
む
）

○
地
盤
改
良
工
事

液
状
化
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
区
域

に
お
け
る
再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
地

盤
改
良
工
事

○
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復
工
事

住
宅
建
屋
の
基
礎
の
沈
下
ま
た
は
傾
斜

を
修
復
す
る
工
事

◆
支
援
額

50
万
円
を
超
え
る
工
事
費 ×

 

２
／
３

※
工
事
費
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
た
場

合
は
一
律
６
３
３
万
３
千
円

工
事
が
お
済
み
で
も
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
下
水
道
課

☎
52
・
５
８
５
６（
直
通
）
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